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要 　 　 旨

　 これ まで 公刊 され た表 現学 習 関係 の論 文 ・著 書 は，抽 象的 ・一般 的な記 述に 終始す る も の がほ とん どで あ っ た。また，

実証 的な事例と 実践的な メ ニ ュ
ーが 不十分で あ っ たた め ，具 体的に どの よ うな 方法 とプ ロ セ ス で 進 め ばい いか 学習 者が

戸惑うこ とが多か っ た。そ れ を改善 し，教師の 負担を軽くす る 「言語表 現学 習 支援 シス テム 」を構築 した。本稿で は，（1）

実践に よる 小論文の 型，（2）課題 文のキーワードと抄 録文 ・要約 文の 作 成，（3）基底 構造 の 論理 構造表と感得構造表に

そ れぞ れ思考 内容を配 列，（4）そ れ を総合 化 した小 論文 の 生成，（5）言 語 表現 学習支援シ ステ ムに つ い て 述べ る 。

Abstract

Papers　or　books 　published　so　far　are　mostly 　not 　as　specifio ，　but　a　bit　too　general　in　description．　Further，　as　have　been　not 　well −

previded　with 　practical　as　well 　as　empirical 　cases 　or　programs 　in　them，　all　too　o 負en，　they　have　made 　the　Learners　feel　at　a　loss　what

approach 　or　process　they　can 　take，　In　order 　to　improve　it，　and 　what 　is　more ，　to　lighten　the　burden 　irnposed　on 　the　instructer，　the　author

has　made 　a　learning　aid 　Sアstem プbr　language　expressions ．　In　the　present　paper，　the　fbHowing　points　are　discussed： （DA 　model 　of　a

sho 且 essay 　by　pretest， （2）To 　make 　a 　keyWord　to　a 　set　sentence 　and 　an 　extracted 　or　sumrnarized 　sentence ，（3）To　categorize 　individual

血ought 　contents 　into　either　logically−or　affectively −based　notions 　identified　in　LFS，（4）To　form 　an 　essay 　on 　tbe　basis　ofthe 　preceding

notional 　categorization ，　lastly（5）The　Leaming　aid　system 　for　language　expressions ．

1．は じめ に

　こ れ まで 公刊 され た表現 学 習関 係 の 著 書 ・論 文 は か な りの 数

に の ぼ る
ω

が，学 習 者が 表 現 法 を身につ け るた めの 詳細 な方

法 と段 階 的 な手川頁を提 示 して い ない 先行文献が 多か っ た 。 高校

の 教 科書
｛2）

も同様で あ る。した が っ て ，い ざ書 こ うとす る と

何を書い て い い か 分 ら ない ，文章作成 の 方法論 を習 っ て も消 化

しに くい ，自分 の 文 章 の どこ を採 点 され たの か理 解 で きない ，

とい っ た不 安 と不 満 を学 習者 が抱 くこ と に な る。その 主 な原 因

は，（1）記 述 式の 試 験 問 題 や 期 末 レ ポ ートの 掲示 な ど で 「日

本語 の 音 節 につ い て 」「中 国経 済 の 現状 につ い て」の ご と きテ
ー

マ の 出 し方が 多 か っ た こ と，（2＞ 文章 の 要 約 や構 成 な ど言 語

表現 法 の す べ て の 事 項 に つ い て の 本格 的 な 研 究が 国語 学
・言 語

学 の 分 野 で は 乏 しか っ た こ とに ある 。

　こ れ に 対 し最 近 で は ，ビジ ネス の 分野 の み な らず言 語表 現学

習 の 分 野 に お い て も，実 践 的で 優 れた研 究が 出始 め た
  。

　本研究の 目的 は，上記 （2）の 事 情 を踏 まえつ つ ，自己 評価・

他者 評 価を活用 した 言語表現学習支援シ ス テ ム を Web 上 に構

築 して、小論文の 作成 と評価 を実 践 し，運 用効 果 と問 題 点 を

フ ィ
ー

ドバ ッ クす る こ とで，よ り質の 高い 支援 シ ス テ ム に して

い くこ とに ある。本 シ ス テ ム は す で に Web 上 に ア ッ プ ロ
ー

ド

し，本年4 月 よ り大学 の 授 業 の 中で 運用 を継続 して い る 。 表現

学 習 は 全 26 講 か らな る。本稿 で は 前期前半 6 講 分 を中 心 に，

シ ス テ ム の 概 要 と コ ン テ ン ツ の 紹介 お よ び運用 の 実態 な ど につ

い て 述 べ る 。

2 ．本研究の 基本方針

2 ．1 小論文の ス ムーズな作 成を 目ざす

　本研 究が まず 目 ざ した の は 作 文 よ りも 小 論 文 で あ る。鹿 島

茂 （2005）は，作文 と異 な り論文に 必要不可 欠 な もの は 「問 い 」

で ある
ω

と し，そ の 問い の 立 て 方 は，「
一

つ は今 まで にた くさ

ん の 人 が 問題 を立 て なが ら未解 決 な と こ ろ に も う
一

度問題 を立

て る論文。一つ は，い ま だ か つ て 誰 も問 題 を立 て た こ との 無 い
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と こ ろ に 問題 を立 て よ うとす る 論文 。」
 

，こ の 二 つ 以 外に は

ない とする 。

　また，問い の 見つ け方 に つ い て も有効性の 高い 提案
 

を し

て い る。

　（1）問い は比較 か ら しか生 まれない 。

　（2）比較 の フ ィ
ール ドを広 げ る。

　（3）対 象 につ い て の 類 似 性 と差 異 性 を把 握 す る。縦 軸 に移

　　動 す る方法 （歴 史 的方法 ） と横軸 にず らす 方法 が あ る。

　（4＞未 問 の 問 い を見 つ け る に は，
一
種独 特 の 勘 を働 かせ る

　 　 必要 が あ る。

　 こ の （3）は，言語 学 でい えば 「通 時的研 究」と 「共 時的研 究」

の 関係 に あた る が ある 問題提起 に対する 答 えを見つ けよ うと

する な ら，相対 立す る解 釈，対立 す る 二 つ の 学説，定 説 と新説

とい うよ うな もの ，音韻論で い う 「最小 対」 に対応 す るよ うな

もの を比較 ・
検討 しつ つ 論 理 的 ・実証 的な結 論へ と導 く姿 勢が

欠 かせ ない 。そ して，こ の 「対立 」 「比較 」 とい う要素 こ そが，

課題文 を分析 して 小 論文を作成 して い く過程 で 非常 に重 要な働

き を担 うこ とにな る。具体 的 な こ とは，小 論 文 の構 成 の 節 で 詳

述 す る。

3 ．学習プロ セスの 特徴

　「学習 者に 基底構造 を理 解 させ る こ とが で きた ら，シ ス テ ム

の 運用に よ っ て 言語表現能力 を伸ばせ る 」 とい う仮説 を立 て ，

そ れ を実 現 し よ うとす る の が 本表現 学 習 支援 シ ス テ ム で あ る 。

基底 構 造 とは，小論文 を展開 して い く場合 の 基盤 とな る 「論理

的説得構造 ＋ 情感的感得構造」 をい い ，そ こ に は思考結果や 感

情 が反 映 され る。こ の 基 底構 造 の 構成 要 素 に 順番 の 変 更や 表現

技 法 の 工 夫 な ど が 加 味 され て 表層 構造 が 形成 され，文 章化 が行

わ れ る 。 学習者が学 ん で い くプ ロ セ ス に沿 っ て 本 シス テ ム お よ

び コ ン テ ンツ を見て い くこ とにす る 。

3，1　 プ リテス トにみ る小論文の 展開型

　当該 年度 に 「言語 表 現法 」 関 連 の 科 目を履修 す る受講生 は，

全員 が 「プリテ ス ト」を受け る。そ の 目的は，

　（1）学習者の 言 語表現 能力の 程度 を教 師 が 把握 す る 。

　（2） どの よ うな型の 小論文を作成する学習 者が どの くらい

　　 い る の か を，学期初 め に教 師が把握 して お く。

　（3）本格 的 に 言 語表現法 を学 び始 め る 時点 で の学 習者 の 表現

　　 の 型 と完成 度 を，教 師 と学習者の 双 方が正確 に認 識で きる。

　（4） した が っ て，こ の 1 年に い か なる シ ラバ ス で い か な る

　　 ト レ
ー

ニ ン グ を実施すべ きか が は っ き りす る。

　（5）学 年末 試験 の 時点 で ，各学 習 者 が ど こ まで ス キ ル ァ ッ

　　 プ して くれた か を測定するた めの 比 較の 基準点 と したい 。

とい う諸 点 を明確 に す る こ とに あ る。プ リテ ス ト課 題文 は ，次

の とお りで あ る。

　地 球に住 む私 た ち に と っ て，日々 の 生活 の 中で流 れ る時 間は

絶対的な もの だ と思 われ て い る が，宇宙か ら見た時，相対的な

もの で あ る こ とが わ か る。

　球形 の 地球 は，太 陽が照 ら し出す 明 るい 部分が 昼 で，蔭の 暗
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い 部分が夜 なの が，一目瞭然 だ。地 球上 に住 むすべ て の 動植 物

に は，こ の 球の 自転 に よ る 昼夜 の 周期が 1 日に な り，そ の 繰

り返 しが 時間の 概念 を生 むの だろ う。

　（中略 ：ス ペ ース シ ャ トル で の 時間や 距離な どの 紹介）

　20 世紀，人類 は，宇 宙 か ら客 観 的 に見 る こ とで，地球 が 唯

一
生 命を育む 自然環境 を持つ 惑星 で ある こ とを，実感 した。

　地 球 の 自然環 境 は，科学技 術 の 著 しい 進 歩 に伴 っ て ，巨視 的

に変 化 した。それ と ともに，環 境 ホル モ ン な どに よ る 目に見 え

な い 変化 が，急速に 広 が っ て い る。さ らに，分 子 レ ベ ル の 遺 伝

子 操作 で ，人 間 を含 む生 命 そ の もの が ，変化 させ られつ つ あ る。

　 巨視 的，微視 的 な空間変化 と と もに，悠久か ら瞬間 まで ，さ

まざ まな時間変化の 中で ，地球に 生 まれ た 生命は，環境変化 に

適応 し，環 境 を変 えなが ら，40 億 年，多様化 し生 き延 び て きた。

なか で も，人 間 は，ほか の 生命体 に は ない 科学技術 を使い ，生

き延 び よ うとして い る。

　科 学技術 が創 っ た新 しい 環境 の 中で ，い か に バ ラ ン ス よ く生

命 を持続で きるか。そ こ で 求め られ る の は，地 球が 宇宙空 間に

あ る多 くの 惑星 の
一

つ で あ るこ とを人 間の 目で 捉 えた視 点，す

な わち物事 を絶 対化 せ ず，相 対 的 に 見 る視 点で あ る。

　 「地球 お よ び 宇宙 を も視 野 に 入 れ，個 人 の 立 場 を は っ き りさ

せ る 強 い 意志，そ して人 間だ けで な く生命全体の 将 来 を考える

や さ しさ」を 21 世 紀の キ
ー

ワ
ー

ドに した い 。（毛利 衛 「宇 宙

の 視野 で の 「や さ し さ 」」読売新聞 2001 ．1，5 に よ る ）

　 こ の 課題 文で は，「物事を絶対化せ ず，相対的 に見 る 視 点」

の 具体例 を 自分 の 経 験 の 中か ら引 き出 して ，相 対化 の 重 要性 に

言及 する こ とを求め た もの で ある。

　 こ の 文章で の キ
ー

ワ
ー

ドは 「宇宙」「視野」「や さ し さ 」「地

球」 の 4 語
ω

で あ り，キ
ー

セ ン テ ン ス は 「地球 に 住む私 た ち

に と っ て ，日々 の 生活 の 中で 流 れ る時 間 は絶 対 的 な もの だ と思

わ れ て い るが，宇宙か ら見 た時 相対 的 な もの で あ るこ とが わ

か る 。」「地球の 1年，日 日の 変化が 90 分間隔 で や っ て くるた

め，21世 紀の 代 わ り目 とい う時間 は，船内に い る 宇宙飛 行士

に と っ て，物理 的，生 物的に はそれ ほ ど意味を持たない
。」「ス

ペ ース シ ャ トル や宇 宙 ス テ
ー

シ ョ ン か らは丸 い 地球 が 2000 キ

ロ も見渡せ る。」「20 世紀 人類 は，宇宙か ら客観 的 に 見 る こ

とで ，地球 が 唯
一

生 命 を育 む 自然 環境 を持つ 惑星 で あ る こ と を，

実感 した 。」「『地 球お よ び 宇宙を も視 野 に入 れ，個 人 の 立 場 を

は っ きりさせ る 強い 意志，そ して 人間 だけ で な く生命全体 の 将

来 を考える や さ し さ』 を 21 世 紀の キ
ー

ワードに した い 。」 の 5

文 で あ る。

　宇宙の 視 野 で の 「や さ しさ」 を も っ て 生命 全体 の 将 来 を考え

行 動 し よ うと い う筆 者 の 提言 に，あ え て 反論 を唱 える必要 性 が

ない の で，小論文は 課題 文の 提言 と 近似 す る テ ーマ ・提言 にな

りや すい が，こ こ は 少 しで も独自性 と新規性をもた せ た い と こ

ろ で あ る。

　 こ の 課題 文 に対 す る小 論文 を書 くに は，課題 文の キ
ー

セ ン テ

ン ス に対 置 させ た 自己 キー
セ ン テ ン ス を作成する と ともに，そ

れ を活か すた め の 作業を加 えて 文 章 を整 え た り飾 っ た りす れ ば

い い わ けで ある が，学期初め に 学 習者 に小 論 文 を書 い て もら っ

た とこ ろ，4 つ の 型があらわれ た。

N 工工
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　A 型 ：対立 型。課題文 の キー
ワ
ードとキーセ ン テ ン ス を正確に

　　　捉 えて課題 文の 主張 と対 立す る提言 を有 し，新規性 と説得

　　　性 に富ん だ小論文。構成や表記 ・表現技法 も優 れて い る。

　B 型 ： 同内容型。課 題 文 の 主張 を肯 定 しつ つ 自分 な りの 論拠

　　　や事例 を入れ て あ る。た だ し，課題 文 との 対 置 性が ない

　　　の で，論文末尾 は 課題 文の 結論 を繰 返 す に と ど まる。

　C 型 ：散漫型 。 課題 文 の 主 張 を 肯定 して 始 ま っ た もの の ，抽

　　　象的な表現に 終始する だ け 。実証 例 や調査 データ もな い 。

　　　論文 末尾 は課 題文の 結論を繰返 すだけで 尻切れ トン ボ 。

　D 型 ：逸 脱型。課 題文 の 文 脈 か ら外 れ た こ とに気 づ か ず，自

　　　分勝 手 な方 向に飛び 出 して い く。構成や 表記 に も問題 点

　　　が多 く，小 論 文の 体 を な さない 。

　 もち ろ ん A 型 が
一

番 い い 。一
例 を挙 げ れ ば，「文 明」 と 「相

対 的 」を 自己 キー
ワ
ードに した上 で 「宇宙 の 視野で の 『や さ

しさ』 を も っ て生 命 全体 の 将 来 を相対 的 に 捉 えて 行 動 しよ うと

い う筆者 の 提言 に賛 成で あ る。」 「しか し，宇宙 の 視 野 で や さ し

く相対的 に 捉え るべ きも の は，地 球上 の 生 命 に 限 る もの で は な

い 。」「人間が 長年 に わた り築き上 げて きた 物質文明や 精神文明

に も 目 を向け，こ れ を 相 対 的 に 見 な が ら質 的 に 高 め て い きた

い 。」の 3 文をキ
ー

セ ンテ ン ス に し て小 論 文を 作れ ば ，A 型 （対

立 型） の 小論文が で きあが る 。 「問 い 」 こ そが 「論文 に必 要 不

可 欠 な もの 」 とする 鹿島 茂 （2005 ）の 指摘 を 忘れ て は な ら な

い し，対 立 型 の 文章に しな けれ ば，本 文を越 えて 論理 が 発展 す

るこ とは望 み 薄 となる。

　 もし教室 内の 全学習者が A 型で ある な ら．第 2 講か らは 課題 文

の レベ ル を上 げる と と もに発想法 ・構 成法 ・表 現技 法 な どの 知識

獲得 と実践 に注力すれ ば よ く，教 師に と っ て は嬉 しい クラス とい

うこ とに なる 。 が ，現実に は B 〜D 型が か な り混 じっ て くる 。

　B 〜D 型 は，「小 論 文 とは何 か ？」が 分 か っ て い な い 学習 者

で あ るか ら，課 題文の 読 み取 り方か ら対置性
・
実証性

・
新規性

な ど の 意 味づ け と 段 階 的 な演 習 を必 要 とす る。週 1 コ マ か つ

短期 間で ス キ ル ア ッ プ す るに は，講 義だけで は 無理で あ り，基

本形 で あ る 基底構 造 か らス タートして A 型 に近づ い て もら うた

め の プ ロ セ ス と方法論が 要 求され る こ と に なる が，その 実現 に

貢献す る の が 本シ ス テ ム で ある 。

3 ．2　 A 型 を 目指す 学習 プ囗 セ ス

　本 シ ス テ ム で は，日本 語 表現 法 に関 わ る事項 を，段 階 を踏 ん

で 学 ん で い く。前期 の 授 業 で は 具 体 的 に は，（1＞ → （15） の

プ ロ セ ス で 展 開 して い く。

　（1）プ リ テ ス ト

　（2）課題 文の キ
ー

ワ
ー

ドを抽出する。

　 （3） 課題 文か ら抄録 文 と要 約文 を作 成す る。

　 （4）課 題 文 キー
ワ
ードに対 応 させ た 自己 キー

ワ
ードを設 定。

　 （5）論 理 型基 底構造 を理解 す る 。

　　　3段型 構成，4 段型構成，5 段型構成，そ の 他の 構成。

　（6）論 理 型基 底構造 （論理 で 説得す る 場合の 論理構造） と

　　感得型基底構造 （気持ちで 説得する 場合の 情感構造）の

　 　 基 本 的 な差 異 を 学 ぶ 。

　（7）ハ イ ブ リ ッ ド型 基底構造 （論理 型 基 底構 造 と感得型基

　　　底構造の 混合）表を作成する 。

　（8）素 材 や 出 来事
・論拠 な どの 選 定 と配 列 を再 考す る→そ

　 　 れ を踏 まえ て ハ イブ リ ッ ド型 基底 構 造 表 に 入力 され て い

　　 る コ ン テ ン ツ の 順 番 を入 れ換 え，ハ イ ブ リ ッ ド型 表層構

　 　 造 表 を完成 させ る。

　（9＞最 適 な表 現技 法 を選択 して 表層構 造 表 に 書 き込 む。

　（10）ハ イブ リ ッ ド型 表層構 造 表 を見 なが ら解 答欄 に文 章 を

　 　 入 力 して い く。

　（11）入力 し終わ っ た ら，自己小 論文 を対象に して 「評価規準」

　　表の 各項 目 に 点数を入 れ る。入 れ 終わ っ た ら送信する。

　（12＞他者の小論文を対象に して 「評価規準」の 各項冒に 点

　　 数 を入 れ る。入 れ終 わっ た ら送信す る。

　（13）個 別 学習者の 送信時 間 が ば ら ば ら に なる の で ，早 く終

　　了 した学習者 は，主 な講の 末尾 に 置か れ た知識補完項 目，

　　 例 え ば第 5講 な ら「素材 集 めか ら構成 まで ⊥第6 講 な ら「小

　 　 論 文 の 書 き方 ⊥ 第 7 講 で は 「文 章 の 表現 技 法 ・1 ； 文章 を

　 　 い か に 光 らせ る か 」 を学 ん で い く。

　（14）成 績 管理 を行 う。 被験 者 は 自分 の 成績を見 る こ と が で

　 　 きる。教 師は 学 習者 全員 の 成 績
一

覧 を見 る こ とが で き る。

　（15 ）当該 授業 の 成績 を もと に 教 師 は 次 週 の 教 授法 と補助教

　　材を考 え，準備 す る 。

　上 記 プ ロ セ ス に お い て は，（1）〜（7）お よ び （13）に は 「知

識 学 習 」 に，（8）〜（10） に は 「対置 ・発 想 ・構成 ・実証 ・説

得 とい う各項の 再点検」に，（11），（12）に は 「評価」に，（14）

に は 「成績 管 理 」 とい う狙 い が あ る ほか ．各 講 に は上 に示 した

プ ロ セ ス の い くつ かが 含 まれ る。

4 ．教室作成から課題文分析へ

4．1　 シ ラバ ス の確認

　 本 シ ス テ ム で 授業 を展 開す る場合 の 準 備→授業 → 評 価 ま で の

流 れ は 図 1 の ように な る。年間 シ ラ バ ス は 26 講 で 構成され る

が，その ク ラ ス の プ リテ ス トの 点 数 と タイ プ に よ っ て 授 業進 度

が 決定 され る 。

　第 1講 ：基本演習
・プ リテ ス ト，そ の 解説，文章の 種類 と目

　　　　的，小 論文 採 点基 準，ス キ ル ア ッ プ 1

第 2 講 ：抄 録文，要約 文，キー
ワ
ード，キーセ ン テ ン ス ，基

　　　本演習，応 用演習，ス キ ル ア ッ プ 2

第 3 講 ： 同内容表現 と対立 表現，抄録文，基 本演習，応用 演習

第 4 講 ： 理 系 と文系の 発表差，基底構造，3 段型基 底構造，4

　　　段型基底構造，5農型基 底構造，基 本演習，応用演 習

第 5 講 ：同 内容 3 段 型，自己評価 他 者評 価，基 本演 習，応

　 　 　用演 習，表現技 法一素 材 か ら構 成 まで

第 6 講 ；対 立 3 段 型，自己 評価，他 者 評 価，基本 演習，応

　　　用演習，小 論文の 書き方応用編

第 7 講 ：対立 4 段 型 1，基 本演 習，自己評価，他者 評価 ，応

　　　用演習，文章の 技法 1

第 8 講 ：対 立 4段 型 2，基 本演 習，自己評 価，他 者評 価，応

　　　用演 習，文章 の 技 法 2

　 　 　 　〈 第 9講以 下 略 〉
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教員 学生

年間シ ラバ ス 作成
授

業

準

備

資料収集

教案 ・教材作成

W6b 教材作成

教室作成

講義開始 W6b 教材 ロ グイ ン

ID、
パ ス ワ

ー
ド

W6b 教材取得授

業

講義内容説明 講義内容理解

学習者観察
演習

演習回答

　 （自己評価回答）回答内容閲覧 回答蓄積

他者回答取得

（他者評価回答）

一一　一一一一一一一一一一一一甼一一一一「
i追力麟 明　　　

’
1
−一一一一一一冖冒一一一一一一一一一一

「

L −＿＿＿＿一一　　 一一一一一一一一一一1

　　　　玉
櫛 薦蘓諞

’’’”−
1

i講義囀 灘 　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：
…
　　　　　　　　　　：

L 一一＿一一＿＿＿＿＿＿＿”一一一一一一1 L −一一一一一一一一一一一一一一一一一1

講義終了 W6b シ ス テ ム 講義終了

回答閲覧 W6b シ ス テ ム
評

価
ll噸疆二二二二1

評価

図 1 授業準備か ら評価 まで の 流れ

4．2　課題文キ
ー

ワ
ー

ドの 抽出

　本 節で は 第 5 講 を例 に して ，課題 文 の 分析 か ら小 論文 の 基底

構 造 の 設 定，自己評 価，他 者評価，そ して 成 績 閲 覧へ の 流 れ を

述べ て い く。 授業は，教師が ロ グ イ ン して 「教室 作 成 」「講義

開 始 」 の ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と学生 の 授業参加 が可 能 とな

る。学生 は ID とパ ス ワ
ー

ドで ロ グ イ ン し，教 材 を獲得する （図

1 参 照 ）D
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表 1　課題 文 に対 す る ハ イ ブ リ ッ ド 3 段型 基底構造

黻 働き 論理説得型の 展開 働き 情感感得型 の展 開

先行学説 の整 哩

驪 起 問題提起 本 稿の 立場 と視屯の 明示 起 発 端

本稿で何を論じるの か

問題となる事象の 紹介 光る叙情的な表現

承 通説に よる解釈 承 感動 1生を高め る

輔 熱 展開
転 新説の 提示 （新規陸を強く訴える） 転

そ の論拠／検証例

新説 と論拠 をま とめ，汎用性 を強 調す る

織 結 提言 結 纈

　次 に，教師が 当該授業の 内容と演習方法の 説明を行い ，理解

で きた と こ ろ で 課 題文 の 演 習 に 移 る 。 第 5 講 で の 課 題文 は，新

聞 の コ ラ ム か ら の 引用 文で ある 。

　　　「全 世界が 過去 の ぼ ろ 着 を脱 ぎ，白い 衣 をつ けた か の よ

　 　 うだ」

　　　1048 年 ご ろ，プ ル ゴーニ ュ の 修 道士 ラ ウール ・グ ラ ベ ー

　　ル は 当 時の キ リス ト教 の 聖堂 の 変 貌 を，こ う述 べ て い る 。

　　実際 11 世 紀初頭，村 々 の 聖堂か ら都会の 大聖堂，僻地

　　の 修 道 院 まで が ，か つ て の 木 造 か ら 白い 石 材 に よ る，城 壁

　　の よ うに堅牢 な建物 に改築 され始 め た 。 ま さに ロ マ ネス ク

　　時代の 大建築ブ
ー

ム の 誕 生 で ある。

　　　し か し，人 び との 心 まで
’
堅 牢

’
に な っ た わけ で は なか っ

　　た。気 候不 順 の と き，同 じ地域 で 激痛 と壊 疽 （えそ） を と

　　 もな う難 病 「聖 なる火 」が発 生 。 さ らに 「神の 送 っ た 前兆⊥

　　「無数 の 悪 霊 が罪 に 落 とそ うと狙 っ て い る 」 （池上 俊
一

「ロ

　　マ ネス ク 世界論 」） と疑 う不安 と恐怖。

　　　キ リス トの 死 か ら 1000 年後 に，世界の 終末が 来る とい

　　う絶 望 感や 至 福の ユ
ー

ト ピア が 訪れ る とい う 「千年王 国 」

　 　へ の 待望 も強 まる。こ う して 民 衆 の 心 の 動揺 は 頂 点 に 達 し，

　　ロ マ ネス ク聖 堂 の 柱 頭 彫刻 に，「ヨ ハ ネの 黙 示 録 」的 な怪

　　物 や 魔物 が蠕 動 （ぜ ん ど う） し始 め る 。

　　　さ らに 1000 年後。い まや世 界 の 多 くの 国 々 は，「白い 衣 」

　　な らぬ 電子 レ ン ジ，コ ン ピ ュ
ー

タ，携帯電話が 出す電磁波

　　の 「透 明の 衣 」 に 覆われ て い る。幸い 専 門家 の 意見 で は，

　　脳 の 近 くで 使 う携 帯 電話 も，と くに 電磁 波 の 悪 影響 は な い

　　 と い う。しか し心 へ の 影 響 は ど うで あ ろ うか 。

　　　最 近 の 若者 た ちは コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 手段 と して ，媒

　　体物に依存 しすぎて は い ない か 。 大教室で の 学生 た ちは机

　　の 下 で，こ っ そ り，友達 と携帯電話で メール を交信す る こ

　　 と もあ る ら しい 。 「早朝まで の バ イ トで チ ョ
ー
眠い 」「お疲

　　れ一」 と い っ た た わ い ない 内容。確か に，携帯電 話の 王 国

　　が い ま 誕 生 しつ つ ある。だが 実際に 会 っ て，心 と心 の 親和

　　力 を強め る 機会が だ ん だ ん 軽視 され て い くよ うだ。「透 明

　　 の 衣 」 をつ けた わた した ちは．や がて ど の よ うな 「不 安 と

　　耐 乏 の 構 造」を もつ こ と に な る の で あ ろ うか 。（森 洋子 「『透

　　明 の 衣』 をつ け た 世 界 」『日本経済新聞』2000．1，8 夕刊 に

　　よ る ）

　こ の 課題 文に 対す る 設問 は，計 3 問で あ る。

　問 1　 こ の 文章の キー
ワ
ードを入 力 しな さい 。

　問 2　 こ の 課題文 を読 んで，考 えた こ と を表 1 の ハ イブ リッ ド3

　　　段型 基底 構造
CS）

に 入 力 し な さい 。

　問 3　上 記 の 基 底構造 内の 文章を添削 し なが ら完 成 させ ，完成

　　　した ら別に 定め る 指定枠内に 小論文を入 力 しな さい （600

　　　字以 内）。自己キー
ワ
ードを忘 れず盛 り込む こ と。

　問 1 の キ
ー

ワ
ー

ドは 「世界」 （頻度 数 5 回），「衣」 （5 回），「白

い 衣」（2 回），「透 明の 衣」（3 回 ），「心」 （5 回）で あ る。本 シ

ス テ ム で は，キー
ワ
ードの 認定 は 田中章夫 （1983）の 「主題 語 」

c9｝

を参考 に し，高頻 度語 句 を キ
ー

ワ
ー

ド とす る が ，認 定基 準を厳

し くし た （具 体的 な基 準は 次節で 扱う）。

　表 1 は 問 2 に 関 わ る 自己小論文 の 思 考段階 の キーセ ン テ ン

ス な い しは そ れ に 準 じ る重 要な文 を入力 させ る た めの もの で あ

り，こ の 基 底構 造 の 意義 に つ い て は 5，1基 底 構造 にお け る起 承

転結の 意 義 とそ の 展 開で 詳 しく説 明す る。

4 ．3 　抄 録文 を作 る

　本 シ ス テ ム で は 第 1 講か ら第 3 講 の 終 わ りまで の 間に 抄録

文
・
要約文の 作成を徹底的 に 訓練する。要約文 の 作 成 方法 を説

く先行文献は 多い が ，い わ ゆ る名 人芸 の や り方で あ る。い つ で

も誰 に で もで きる とい うス キル ・方法 と は 言 い が た い 。 真 面 目

に学 習 す る者 な ら誰 で も正確 な抄録文 ・要 約文が 生 成で きる 方

法が望 ま しい 。本シ ス テ ム で は ，次の 各項 を認 定基 準 と した。

　 （1）キ
ー

ワ
ー

ドの 認 定

　　 a タ イ トル の 中の 名 詞，また は b頻度 数 5 回以 上 で 使 わ れ

　　る語句。た だ し c 田 中章夫 （1983）の い う 「特徴語」（私，

　　我 々 ，助 詞，助動詞 類 ） を除 く。

　 （2）キーセ ン テ ン ス の 認定

　　 a キー
ワ
ードを含 む文 をキーセ ン テ ン ス の 候補 とする，b

　　 その 文 に指示 語が あ る 時 は 指示 内容 を代入 す る，c 次 の ど

　　 れ か に 抵触す る文は 候補 か ら削 除す る。

　　
・
前置 きを示 す段 落 内の 文

　 　 ・具 体例 を示 す文

　 　 　 引 用 の 中 の 文
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図 2 プ リテ ス ト小 論 文入 力画 面例

　 　 　表 24 段 型基 底 構造

黻 働き 論理説得型の展開

先行学説の整理
序

起 問題提起 本稿の 立場と視点の 明示
払
口冊

本稿で何を論 じるの か

問題 となる事象の紹介と通説に よる解釈

承 具体例 新説の提示 （新規陸を強く訴える）

本 その 論拠 ／検証例

払
口冊

転 繖 新説 の提 示 噺規陸を強 く訴 える）

その論拠／検証 例

結

論
結 提言 新説 と論 拠をま とめ，汎用性 を強調ナる

表 3　第 5講 課 題文に適用 した 場 合 の 基底構 造

黻 働き 論理説得型の展開

池上俊
一「ロ マ ネス ク世界論」

序 「全 世界 が過去 の ぼろ着 を脱 ぎ，白い 衣を
起 問題提起

論 つ けたかの よ うだ」

世界の変貌と人 の心

教会がい っ せ い に 「白い 衣」 をっ けた。

しか し，人ぴ との心 まで
“
堅牢

’
になっ た

承 具体例 わけで は なか っ た。

本 人々 不安と恐 師に襲われ， 「千年王国」
へ

論 の待望も強ま っ た。

い ま世界 は 「透 明の 衣」 に覆 われて い る。

転 翻 心と心の 親和力を強める機会がだんだん軽

視されてい る。

やがて どの よ うな 「不安と待望の 構造」 を
結

論
結 賠 もつ こ とになるの か。

・単 に事 情 説明 を して い る に 過 ぎな い 段落の 中 の 文

・繰 り返 し文の 2 回 目以降 の 文

・言 い 換えられ た元 の 文

・
文章の 末尾 に 補足的に 追加 され た 色彩の 強い 段落内の 文

基底構造 を活用 した言語表現学習支援シ ス テ ム の 実践　39

　こ れ らの 条件をク リア
ー

した 文の 中 か ら，次の 文を抽出し

　て キ ーセ ン テ ン ス と す る 。

　　（a ）キー
ワ
ード初 出文

　　（b）キ
ー

ワ
ー

ドの 最多出文

　　（c）最 後の キ ー
ワ
ードが 出 て くる 文

　（3）抄録文 を作 る

　　上記 （a ）
〜

（c）の 文か ら応答詞
・
感動詞

・
接続詞等を削除 し，

　　指示 語が あ る場 合 は 指 示 する 内容 を代入す る （1 文に ま と

　　め る こ とは しな い ）。

　（4）主題 文を作 る

　　抄録 文 の すべ て の 文 をつ な げ，必 ず 1文に ま とめ る。

　（5）要約 文を作 る

　　抄録 文 の接 続 語等 を削 除 して 読 み やす く し，必 要 な こ とば

　 　を加 えて 作 成 す る （1文 に ま とめ る こ と は しない ）。

　こ の よ うな基 準 を適 用 す る と，プ リテ ス ト課 題文 の 抄録 文 は ，

こ うな る 。

抄 録文

　（1）全世 界 が 過去 の ぼ ろ 着 を脱 ぎ，白い 衣 をつ け た か の よ

　　うだ 。

　（2）い まや 世 界 の 多 くの 国 々 は，「白い 衣 」 な らぬ 電 子 レ ン

　　ジ，コ ン ピ ュ
ー

タ，携帯 電 話が 出す 電磁 波の 「透 明の 衣 」

　 　 に 覆 われ て い る。

　（3）「透 明の 衣」をつ けた わた した ち は，や が て どの よ うな 「不

　　安 と待 望 の 構 造」 を もつ こ とに なる の で あ ろ うか。

5，小論文の 基底構造

5．1 基 底構 造 にお ける起 承転 結 の意 義とその 展開

　基 底構 造 に お け る 起 承転結 の 意義 に つ い て は，片方善治

（1973）が発 表 した 論文 「創造性開発技法」
 

に よ っ て い る 。

こ の 論文で は思考の 起 承転結 と して の 「起」は プ リ ・クリエ イ

テ ィ ビ テ ィ 、「承」はパ ー
ソ ナ ル

・
デ
ー

タ，「転」は グ ル
ープ・

デ
ー

タ，「結 」 は ポス ト・
ク リエ イテ ィ ビ テ ィ の 意 義 を もつ 。これ

ら 4 要 素 の 展 開 は 「ZK 法 の 展 開」 と して 紹介され て い る が ，

本論文で の 基底 構造 は こ の 考 え方 （創 造性 開発 技法 ） を踏 まえ

て 構成 した。

　ただ し，表 2 の 4段 型 基 底構 造 の 「転 」 な ど，第 4 講〜　14

講 に お い て は，パ ーソ ナ ル ・
デ
ー

タ を中心 に 扱うため ，教師が

集団 によ る創造的 思考 の 有 効性 を説 く程 度 に とどめ，本格的 な

集 団思考 の 実践 は 後期 授業 の 第 15講以 降 で 行 うこ とに なる。

5．2　基底構造の 構成

　第 5 講 の 基底構造 で は ，課題 文 を 目の 前 に した 学 習 者が，混

乱 して い たず らに 時 間 を空 費 し な い よ う，課題 文が 4 段型 で

構 成 されて い るこ とに 気づ かせ る こ とを 目的とする （この 基礎

訓 練 は 第 4 講 で 済 ませ て あ る ）。

　 4 段 型 の 課題 文 に対 して 「問 い 」 は 自己小論 文 は 同内容 3 段

型 で 展 開す る わ け だ か ら，まず課 題 文 の キーセ ン テ ン ス を コ

ピーして 4 段型基 底構造 に 入れ ，（2）そ れ に対 す る 自己 小 論

文 の キー
セ ン テ ン ス を 3 段型 基底構造 に入 力 して い けば い い 。
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表 4　評 価 の チ ェッ ク ポ イ ン ト

ノ亅・項目 点数

A 読解力 （5× 3＝15点）

1 課題 を正確に捉え て い るか ？

2 論旨を小論文に活か して い るか ？

3 キ
ー

ワ
ー

ドを正確 に捉 えてい るか ？

B 対置力 （5× 2＝10 点）

1 本 文の 主張に 対す る 「賛否」 が 明確か ？

2 自己の 視座が明確に表示 されてい るか ？

C 発想力 （5× 2＝ 10 点）

1 発想は新鮮か ？

2 発想 は優れ て い る か ？

D 構成力 （3× 5＝15点）

1 問題提 起を して い るか ？

2 論の 展 開は適切で あ るか ？

3 制限字数が守られて い るか

4 段落数 は適切で あるか ？

5 引用 が 2割以内にお さえられて い るか ？

E 説得力 ＠X5 ＝20点）

1 提案が論理 的で分か りやすい か ？

2 内容が本文を上 回っ て い るか ？

3 内容が具体的で説得力が あるか ？

4 反論 に備 え て い るか ？

5 心を動か され共感 させ られたか ？

F 実証力 （減点5× 2＝10点）

1 実証力 の あ る素材 や資料 を使 っ てい るか ？

2 教養や 生活経験が表現 され て い るか ？

G 表現未熟 （減点2× 弼 点〉

1 主 述の ね じれが あ る。

2 不適切 な語 彙が あ る。

3 表現｝ひ ミン チカがない 。

4 文 体に 「で す」体と 「だ」体の 混 同が ある。

H 表 記ミス （減 点2＝10点 　1項 目2 点減点）

1 仮名つ か い に誤 りが ある。

2 漢 字が間違っ てい ない か ？

3 句読薫が適切で あ るか ？

4 記 号 ・符 号が正 しく使われてい るか ？

5 「事」　 「為」 が平仮名書きに なっ てい る か ？

　 自己論文の 基 底構造 は ，「同 内 容型 」 の 小 論 文 をつ く作 る 場

合に は．本文 を肯定する 論脈 とする 。 したが っ て 自己 キー
ワ
ー

ドも本文の キー
ワ
ードと類似 した もの とな る。

　4 段型基 底構造 を表 2 に，そ れ をプ リテ ス トの 課 題文に 適用

した 場合 の 基 底構造 を表 3 に 示 す （い ず れ も論 理 説得 型 の 枠

の み を示す）。5 段 型 の 基底 構造 も これ に準 じる構 成 と なる 。

6．小論文の評価

6 ．1　 評価 規 準

　 作 成 した小論 文 に対 す る評価 は．表 4 の 基 準 で行 わ れ る 。 が，

最 初 か ら全 項 目に わ た る チ ェ ッ ク は 無 理 なの で，第 5 講 か ら

12講 まで，段 階 に分 けて 少 しず つ 実 施 して い く。

6 ．2　 自 己評価

　 自分 の 小 論文が どの よ うな と こ ろ で チ ェッ ク さ れ 評価 さ れ る

の か を知る こ とが で き．そ の 結果を知る こ とで ，次回か らの 気

配 りが 違 っ て くる。課題 文 を読ん で 「考え た こ と」「感 じた こ と」

をそ の ま ま書 けば小 論 文 に な る，とい う学習 者 の 思い 込み を払

拭 させ，基 底構造の 枠内 に 自己 キー
セ ン テ ン ス を貼 りつ けて い

く作業 を とる こ とで，「大外 れ な小 論 文」を未然 に排 除す る の が，

自己評価 の 目的で あ る。

6，3　他 者 評価

　送信 した 自己小論 文 は 当該 授業 時 間 中に 複 数 の 他 者 に 採点さ

れ て返信 され て くるの で，他 者の 目を通 して 自己小 論文が どの

よ うに評 価 された の か を明確 に知ら され る こ とに なる 。そ して ，

学 習者 は 同 じ授 業 時間 中 に大 きな期待 と不 安 を抱 か され る こ と

にな るの で，教 室 内で授 業 と無 関係 な私語 が 教 師の 耳 に届 くこ

と は なか っ た

7．言語 表 現学 習支 援 シス テム

7．1　 シス テ ムの機能

　本 シ ス テ ム は，本年 4 月 か ら大学 の 授業で 実践 的運 用 を蘭始

した 。 受講生 は A 大学 1 年生 18 名，B 大学 2 年生 46 名。
こ

れ と並行 して C 大学で は 書画 カ メ ラ
・プ リ ン ト教材お よび黒 板

で 授 業 を進 め，前期 末 と学年 末 で 教育 効 果 を比較す る こ と に し

た （受講 生 80名 ）。

　シス テ ム に よる授 業展 開 は，次 の よ うな手順 で行う。 大枠 と

して 各講 は，

　　（1）本講で 学ぶ こ と，そ の 方法

　　（2）基 本演習

　　（3）基 本演 習 の 解 答 と解 説

　 　 （4）応 用演 習

　　（5）応 用演 習 の 解 答 と解 説

　　（6）発展 ： よ り高度な方法論

と い う画 面構成 と な っ て い る の で ，（1）で 当 該授 業 の 狙 い と

方法を説明 した 後．学習者各自で （2）の 基本演習 をこ なす。（2）

で は教 師がサ ポートす る こ ともあ る。頃合 い を見 て （3）を実

施 し，（4）で は教 師 か らの 支 援 は な い 。（6）は 早 く終 了 して

Web 送 信 した学習者用 の 発展 学習 用教材 で あ る 。

　学習者 へ の 出題数につ い て は，学習 者が 短時間で 演習問題 を

処理 で きる講 にお い て は 基本演習と応 用演習の 2 題 とするが，

学 習者の 負担が 重 い 講に お い て は，作 業 時 間 を考慮 して 出題 は

基本演習の み の 1 題と した。
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8，おわりに
島

　本稿で 取り上 げた表現学習支援シ ス テ ム は，本年 4 月よ りA ，

B の 2 大学で 運 用 を開始 したが，運用 効果 は当初予想 して い た

よ り大 きか っ た。

　（1） シ ス テ ム を運 用 した 2 大学で は，遅刻
・
早退 ・

欠席者

　　 が ほ とん どで なか っ た。競 争心 と集 中度が 高 い 。しか し，

　 　 同 じ教 材 を プ リ ン トと書 画 カ メ ラ を用 い て 授 業 を行 っ た

　　 C 大 学 で は 6 月 上 旬 は 出席者 が 6 割程 度 に まで 落 ち込 ん

　 　 だ。

　 （2）A ，B の 大 学 で は，回答 の 履 歴 が残 る こ と を い い 意味 で

　　 の 刺 激 と し，授業 ご と の 狙 い を よ く理 解 しよ う と努 め る

　　 よ うに な っ た 。 C 大学 で は，授業が 回 を追うご と に，学

　　 習者の 集中力が 失せ て い っ た 。

　（3）教 材 の プ リ ン トお よ び小 論文の 採点 に 費や す教 師の 負

　　 担が大幅に 軽減 さ れ る こ と に よ り，当該授業の コ ス ト
・

　　 パ フ ォ
ー

マ ン ス が 改 善さ れ た。

　 （4） 学 習 者 は，自分 の 小 論 文 の ど こ で 得 点 ・減 点 さ れ る か

　　 が分 か る だけで な く他者に よ る 評価 を受ける の で ，文章

　　 の 構成 や 表現技法の 選 択に 気 を配 る とい う習慣 を 身に つ

　 　 け た。

　 （5） 教員 は板 書 と採 点 か ら開 放 され る の で，机 間移動 に よっ

　　 て 個 々 の 学 習者 の 理 解 度 や進 度 を知 り，授 業 の 進 行 を妨

　 　 げ る こ と な く個 別 の 質 問 に 答 え る こ と が で きる よ う に

　 　 な っ た 。

この
一
方で ，デ メ リ ッ トも無視で きない 。

　（a ）教科書や プ リ ン ト教 材 に 比 べ ，シ ス テ ム で は コ ン テ ン

　　 ッ の用意に 時間が か か る 。

　 （b） シ ス テ ム の 説 明 や 扱 い に 時 間が と られ る。最初 の 1，2

　 　 回 は 学 習者 の オペ レ ーシ ョ ン ・ミ ス に 振 り回 さ れ る こ と

　　 もあ り，教 師 に 過 重負担 が か か る。こ の 点 は ア シ ス タ ン

　　 トの 手 をか りる こ とで 解消する 。

　た だ し，授業全 体 と して は学習支援シ ス テ ム を活用 した 場合

の 興 味深い 事象が 見え始め て い る 。 そ の 状況 を、回答分析、学

習者の 観察、ア ン ケ
ート、 イ ン タ ビ ュ

ー
な どか ら総合的 に検討

す る こ とに よっ て、上 記 の 事象 を説明で き る もの と期待 さ れ

る 。こ の 実践 を継 続 す る た め に，Web 教 材 の 作 成 を容 易 化 す

る Web 教 材作成支援 シ ス テ ム が 必 要 と な る。こ れ らは 後 期 に

向けて の 緊急の 課題で ある 。
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